
２０２０ＫＨＰＦ・ＰＧ助教員検定会実施要綱 

２０２０年０６月０１日 

神奈川県ハング・パラグライディング連盟 

理事長  宮田 富由 

ＫＨＰＦ検定委員会は、ＪＨＦＰＧ助教員検定会を下記の様に開催します。

受験希望対象者は、ご参加ください。 

★ 開催日時   ２０２０年０７月１７日（金）～０７月１９日（日） 

         ２０２０年１２月１８日（金）～１２月２０日（月） 

９：００～１６：００ 

★ 開催場所   神奈川県ハング・パラグライディング連盟事務局  

★ 受付け    神奈川県ハング・パラグライディング連盟事務局 

神奈川県足柄下郡湯河原町宮上８０３－４９ 

★ 参加資格 1）パイロット技能証 2）有効な「フライヤー登録会員証」 

３）３０日以上の指導実績を有し指定教習項目を習得している事。 

４）担当教員の推薦を有する事。５）有効な「普通救命講習終了証」 

★ 受験料   ￥９，０００ 保険料  ￥１，０００ 

★ ＫＨＰＦ推薦料   ￥５，０００ ＪＨＦ申請料  ￥１，０００ 

★ 準備用具   教習用ＰＧ＆用具一式・トランシーバー 

模範飛行用ＰＧ用具一式 

★ 担当検定員   中村ヤスヲ  

★ 申込み先   神奈川県ハング・パラグライディング連盟事務局 

★ 送付先:    〒259-0314 神奈川県足柄下郡湯河原町宮上８０３－４９  

電話  ０４６５－６３－１３６４ ＦＡＸ ０４６５－６３－１３６４  

 

                                           

２０２０ＫＨＰＦＰＧ助教員検定会参加申込書 

神奈川県ハング・パラグライディング連盟殿           申込日：２０  年  月  日 

� 私､        は、ＫＨＰＦ助教員検定会の参加申込致します。 

� ＫＨＰＦ会員番号：           氏名                          

� 住    所：〒                                        

� 電    話：              ●メール：                       

� 出    生：１９  年   月   日 ●体  重：       ＫＧ   男   女 

� 勤務先：                 ●電話  ：                      

� フライヤー№： ＪＡ           ●所有技能証 ：                 



    教員・助教員更新講習会 細則 

2020 年度 

教員・スクール事業委員会 

 

１．教員検定員連絡会議 

教員・スクール事業委員会と教員検定員の連絡網を設け「教員検定員連絡会議」と称する。

委員会と検定員、及び検定員同士で情報を共有し、教員検定員業務の円滑化と基準統一を

図るものとする。 

 

２．教員更新講習会の開催 

教員・助教員更新講習会は、都道府県連盟、教員検定員、及び JHF が開催することができ

る。受講人数が 5 名以上となることが望ましい。 

 

３．教員更新講習会の目的 

教員更新講習会は、教員・助教員に対して新しい制度及び知識を伝達するとともに、教員・

助教員がお手本としての飛行技術を有すること、及び知識の伝達ができることを確認する

ことを目的とする。 

教員検定員が、教員・助教員の技量不足あるいは理解不足を認めた場合は、教員検定員連

絡会議に諮った上で「保留」とする。保留とされた教員は、教員検定員の指導を受けて技

量の向上に努め、再受検して一定の水準を満たすものと認められれば更新することができ

る。 

 

４．申込方法 

教員・助教員更新講習会の申し込みに際しては、下記を JHF 事務局に提出する。 

１．教員・助教員更新講習会申込書 

２．更新申請時に有効な普通救急救命講習会の修了証 

３．事前に飛行実技を撮影したビデオ（6 か月以内のもの。上級タンデム証を有する者は免

除） 

４．参加費（エリア費・宿泊費等は別途各自負担） 

 

５．申し込み後の流れ 

JHF 事務局は、申込情報を担当教員検定員に伝達する。 

担当教員検定員は開催場所と連絡をとり、開催要項の変更等があれば受講者へ連絡する。 

事前提出ビデオは教員検定員が必ず確認し、問題があれば事前に要改善点を指摘すること

もできる。 



 

６．飛行実技の事前提出ビデオ（PG の場合） 

*テイクオフの演技のみテイクオフ場から撮影し、それ以外はランディング場から撮影する。 

・テイクオフ（フロントライズアップ推奨） 

・片翼潰し 30％ 

・ローリング（バンク 30 度～45 度） 

・360 度旋回 2 周（20 秒以内） 

・ランディング（スタンディングフォームとファイナルアプローチの直線がわかるもの） 

・S 字スラローム（グランドハンドリング） 

*エリア条件により 1 回の飛行ですべての演技を実施できない場合は、360 度 2 周は省略し

てもよい。 

*ビデオでは、すべての課題演技が一連の流れでなくても、分割して録画されたものでもよ

いが、必ず同じグライダーを使用すること。 

*少なくとも 1 つの課題演技と着地までを一連の動画とし、降りた場所とターゲットの範囲

を撮影する。 

*撮影のサイズは、画面全体の 30％以上に機影が写るものとする。デジタルズーム等で機影

が明らかにぼやけているものは認めない。 

*撮影機材は、上記の条件を満たすスマートフォンまたはビデオカメラを使用する。委員会

からビデオカメラを貸し出すことも可能。 

 

７．事前提出ビデオの目的 

更新講習会は飛行実技を中心に実施するが、気象条件等により実技が実施できなかった場

合には、事前提出ビデオを技量判断の参考にする。 

また、教員検定員が事前に受講者の技量を把握することにより、更新講習会を安全に実施

することができる。 

 

８．教員更新講習会における「保留」の判断 

パイロット証レベルのフライト実技及び教員・助教員に求められる知識があると認められ

れば更新とし、認められない場合は保留とする。 

保留にすべきと判断した教員検定員は、当該受講者の飛行実技ビデオを教員検定員連絡会

議に提出し、更新講習会の担当者の他に 2 名以上の教員検定員が「保留」の判定をした場

合は、その受講者の更新は認められない。 

 

９．教員・助教員更新講習会の標準カリキュラム 

①飛行実技可能な場合 

机上講習 



・教員・助教員更新に必要な情報 

・事故情報報告及び改善策など 

・上級タンデム技能証の目的の説明 

・上級タンデム技能証の有効範囲 

・タンデムの保険について、ルールを破って保険が適用された場合の影響 

・上級タンデム検定会の開催方法、演技科目及び採点方法 

 

飛行実技 

・テイクオフ 

・片翼つぶし 30％ 

・360 度連続 2 周 20 秒 

・アプローチとランディング 

 

グランドハンドリング 

S 字スラローム 

バンクをつけ、投影面積が小さくなり揚力が不足する分を、パイロットの移動と加速によ

って補う動きが必要。この点をしっかり事前講習してから実施するものとする。 

 

保留となる基準 

飛行実技 

１．上級タンデム採点表に基づいて採点し、2 項目以上－4 点があった場合 

２．失速（失速寸前を含む）・スタ沈・ハードランディング・その他講習生の手本とならな

いことが明らかな演技 

 

ターゲット計測については、許容する範囲を通常の採点より大きくすることは検定員の裁

量で可能とする。ただし、その許容範囲はすべての受検者に適用すること。 

 

S 字スラローム 

頭上でキープしながら傾きをつけずに S 字をクリアするのは OK とし、それさえできない

ものは保留とする。 

 

飛行実技の保留の解除 

・保留の解除には、保留になった科目について教員検定員による再検定を受けるか、また

は JHF に動画を提出する。 

・動画の場合は、全ての演技を一連の動画で撮影し、演技者が本人とわかるものを提出す

る。当該課目が上級タンデム検定基準の 4 点以上であれば OK とする。 



・再検定費用は別途必要とする。 

 

教員・助教員更新講習会の標準カリキュラム 

②飛行実技が実施できない場合 

※高高度飛行ができなくても、可能であれば、Ｓ字スラロームを実施する。ライズアップ

はフロント及びリバースの両方を確認する。 

 

机上講習 

飛行できる場合と同内容 

 

教習実技 

教員検定で実施されているものと同一の教習実技検定を実施 

問題 A 群・B 群よりくじ引きにて実施する。 

持ち時間 10 分程度（質疑応答を含む） ※ビデオ撮影して JHF へ提出。 

優秀な教習実技は、教員・助教員検定会の教材として採用することがある。 

 

保留となる基準 

１）事前提出の飛行実技ビデオを更新講習会の場で確認し、前述の「保留となる基準」に

該当する場合 

２）教習実技で明らかに誤った説明をしている場合 

 

保留の解除 

１）の場合は前述の「飛行実技の保留の解除」と同じとする。 

２）の場合は教員検定員が指定する A 群・B 群各 2 問についてレポートを JHF へ提出し、

教員検定員連絡会議で確認する。 

 

１０．教員検定員の報酬経費 

日当及び経費は、JHF 規定に基づいて支払われる。 

           


